
播磨町では、「住民参加のまちづくり」をより一
層進めるため、皆さまからご意見やご提言をいた
だく「町政モニター事業」を行っています。
▼町政モニター事業についてのお問い合わせ
　企画グループ☎０７９（４３５）０３５６

　この度、「播磨町環境基本計画」が令和２年度をもって計画期間が満了となることから、新たな環境基本計画を
策定するにあたり、意見や要望を把握し、計画への反映及び策定するうえでの基礎資料とすることを目的にアンケ
ート調査を実施しました。
　播磨町在住の20歳以上の人の中から無作為に抽出した1,000人に送付し、409人からの回答をいただきました
のでアンケート調査の結果から一部を抜粋してお知らせします。
▶アンケート内容についてのお問い合わせ　すこやか環境グループ☎０７９（４３５）２７２１

←　平成23年3月に策定した
　　播磨町環境基本計画

アンケート調査結果報告
～播磨町の環境について～

環境に対する全般的な意見について
■あなたは、お住まいの地域を中心とした環境に関する項目について、
　どの程度満足されていますか。

■将来、播磨町をどのような環境のまちにしていきたいですか。(１つに○)

満足度が高い５項目

樹木など緑の豊かさ

公園の整備状況

まちなみの美しさ

文化財産等の保全状態

家のまわりのにおい

公害がなく、快適な生活環境で暮らせるまち

緑や水辺が多い自然環境豊かなまち

地球環境を守るために、地球温暖化等の環境
問題について、熱心に取り組むまち

ごみの減量促進及びリサイクルが活発なまち

環境について学ぶ機会が十分にあり、環境教
育の推進を熱心に行うまち

その他

不明・無回答

「その他」の意見より抜粋
・道路、排水路、旧県道などの雑草対策 ・野焼き、焼却炉などのないまち
・犬のフンやごみが落ちていない清潔なまち
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満足度が低い５項目

住民のマナー

一般道路の交通状況

まちの清潔さ
（犬のフン・ポイ捨て等）

生物多様性

ため池や川の水のきれいさ
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「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。2015年９月の国連サミットで採択
された2030年までに達成する国際社会の共通目標であり、「誰一人取り残さない」持続可能な社会を実現
するための17のゴール（目標）と169のターゲットで構成されています。

基本目標１
結婚・出産・子育ての
希望をかなえる環境を創る

①子育てしやすい環境づくり
②子育てを多世代が支援するしくみづくり
③次世代を担う子どもへの教育の充実

基本目標２
安全・安心に暮らせる
「まち」を創る

①安全・安心対策の充実したまち
②健康で生きがいを持って暮らせるまち

基本目標３
資源を活かした産業の
振興で「しごと」を創る

①町の産業を活かし、就業の場を見いだす
②地域経済の維持・活性化
③事業のイノベーションや新事業の創出
④女性の社会進出や誰もが働きやすい環境整備を支援

基本目標４
魅力を伝え、「ひと」の交流
・移住・定住の流れを創る

①町の魅力を積極的に発信する
②地域コミュニティの活性化
③郷土愛を育む教育の実践
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（とても満足＋やや満足の割合） （とても満足＋やや満足の割合）
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ごみ削減・資源化について ■播磨町の環境をより良いものにしていくために、
　下記の項目はどの程度、重要だと思いますか。

■地域での環境活動について、どの程度参加されていますか。
　また、どの程度関心がありますか。

■ごみ減量・資源化は大切な取り組みですが、
　あなたは日頃、どの程度実施していますか。

省エネルギー活動について
■省エネルギー活動は地球温暖化を防止するうえで大切な取り組みですが、
　あなたは日頃、どの程度実施していますか。

■環境問題について、行政が特に取り組むべきだと思う施策
（複数回答　上位５項目）

（とても重要＋やや重要の割合）

行政による環境保全対策等

子どもたちへの環境教育推進

事業者による環境保全対策等

地球温暖化等の地球環境問題への取り組み

住民への環境学習等の推進

とても重要

0 20 40 60 80 100
（％）

やや重要

91.0%

87.2%

86.3%

82.6%

78.7%

（複数回答　いつも行っている＋たまに行っているの割合）

町指定のごみの分別を行っている

買い物をする際はレジ袋を貰わず、
マイバッグを持参する
食品ロスに繋がるため、食事の際は
食べ残しを出さないよう工夫している
食品ロスに繋がるため、買い物の際は
買いすぎないよう工夫している

買い物の際、過剰な包装は断る

生ごみの水をしっかり切る

いつも行っている たまに行っている

（複数回答　いつも行っている＋たまに行っているの割合）
いつも行っている たまに行っている

清掃活動

資源回収運動

ごみ問題に関する学習会・講演会

生物多様性に関する学習会・講演会

省エネルギーに関する学習会・講演会

緑化推進に関する学習会・講演会

食品ロスに関する学習会・講演会

ごみのポイ捨てや不法投棄への対策

省エネルギーや再生可能エネルギー設備導入
に対する助成金制度

ごみ減量・資源化・リサイクルの推進

ため池や川の水質、水辺環境の改善

将来を担う子どもたちへの環境教育の推進

いつも参加+たまに参加

とても関心がある＋やや関心がある
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必要がない照明等はこまめに消し、節電を心がけている

冷房や暖房の設定温度を高く（低く）しすぎない

蛇口やシャワーなどを流しっぱなしにしない

テレビ・ラジオをつけたままにしない

冷蔵庫に物を詰め込みすぎない、無駄な開閉をしない

電気ポットや炊飯器で長時間保温しない
家電製品を買う際は、エネルギーの消費をおさえた
省エネ家電を選んでいる
家族でお風呂は時間をあけずに入り、おいだきを
なるべくしない
近距離の移動の際は、徒歩や自転車を使用している

移動時には公共交通機関（電車・バス等）を利用している
待機電力を減らすため、電気機器のプラグは
コンセントから抜いている

ご協力ありがとうございました。
アンケート調査結果報告の全体のデータは播磨町ホームページで公表しています。
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